
巻頭言

今年(2009年)度 は、教育学研究科にとって画期 となった。そのひ とっは、教

育学部創設六十周年 を迎 えたか らである。その記念出版を準備す る過程で、教

育方法学講座 の前身 にあたる 「教育課程講座」 「教育指導講座」(い わゆる 「B

コース」)の歴史 を記 した学部四十年誌をまずは紐解 くとともに、それか らここ

二十年間の本講座 に関わる様 々な研究活動の足跡 を確かめることになった。実

のところ、い ざ調査に乗 り出す とゼ ミナールの内容や非常勤講獅 のお名前な ど

の基礎デー タが散逸 していることに気づ くこともあって、あらためて講座 の歴

史 を後世に伝えるための意識的な努力を行 う必要性を肝に銘 じた次第である。

このよ うに して出来上がった記念出版誌 は、これか ら講座 に入って来 る学生諸

君や院生諸君には、必読の文献 としてぜひ 目を通 してほしい と思 う。大学での

研究活動は個々人の努力によって担われているが、それを下支 えしているのは

講座単位やゼ ミ単位での確かな研究の蓄積であるか らである。

も うひ とつ今年度に起 こった画期 も記 しておきたい。それは耐震工事のため

に後期になって引っ越 しを余儀 なくされ、院生 ・教員 ともども仮の研究室で半

年間過 ごす ことになった ことである。予想 されたことであるが、後期 に集中す

る卒論や修論 の指導においては、時間 と場所を設定す るだけでも、相 当にエネ

ルギーを必要 とした。 しかも、た とえ指導時間や場所が設定 され ても、所詮は

仮設定であり、慌ただ しさを避 けることができなかった。 コピーを行 うこと、

郵便物や連絡文書類の入手や提出、各ゼ ミ生や教員 間の連絡や相談、 さらには

昼食や夕食の場所探 しな ど、それに伴った苦労話は永 く熱 く語 り継がれ ること

だろ う。そのことは、教育学研究科の建物 とそのロケーシ ョンが どれ ほどに便

宜よかったかを思い知 る良い機会でもあった。大学での研究活動は、もちろん

大学に限ったことではないが、それを行 う時空間を保証す る 「外的事項」に大

きく依存 していることをあらためて実感 した。耐震工事後の建物は、見違 える

ほ どに奇麗でさらに機能的になった。来年度は、 この良 くなった 「外的事項」

を 「内的事項」に転化す ることが求め られ よ う。
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